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世界の憲法(1)立憲君主国の憲法

斎藤康輝

はじめに

憲法は，国家統治の基本法であり，国民の自由，権利を守るための人

権保障の砦ともいえる｡世界にはたくさんの国があるが(ちなみに現在，

国連加盟国は１９３か国)，その国の数だけ憲法はある。

色々な国の憲法を調べる場合，まず比較法的アプローチを行うことに

なる｡比較法とは,複数の法制度や法現象を比較する法学の分野であり，

過去の法を比較の対象とする場合には，法史学と重なり合い，また法が

実際にどのように機能しているかを比較する場合には，法社会学と関係

する。立法や解釈の前提として行われる実用的なものと，理論的なもの

とがある。

比較法の意義として,立法に際して,諸国の立法やその現実を比較し，

その長短を比較衡量するということがあげられよう。大学の法学部ばか

りでなく，内閣や国会の法制局も，各国の立法資料を収集し，比較研究

を重ねている。ヨーロッパから法制度を継受した明治以降のわが国で

は，立法に際しては，ドイツやフランスのような母法国を始め，共通の

法系に属するヨーロッパ諸国の立法例を参照するのが常であった。戦後

はアメリカ法に対応する制度の研究も不可欠と考えられている。

つぎに,法の解釈にあたって,各国の制度における解釈・論争・判例・

運用などを研究して,自国法の解釈の参考とするものがある｡明治以来，

法学者の書斎には，ドイツ，フランス，スイスなどの代表的な教科書．
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